
にぎわいと 活気を 興すし ごと づく り基本施策４

基本施策４ にぎわいと 活気を 興すし ごと づく り

［  施策目標 ］

■農業生産基盤の整備を 進めると と も に担い手・ 後継者の育成を 図り 安定し た農業生産を

目指し ます。

■畜産経営の生産基盤強化や収益性の向上を 目指し ます。

■森林環境譲与税を 活用し た森林整備の推進、計画的な 伐採により 森林の多面的機能を 回

復さ せ災害に強い地域を 目指し ます。

○玖珠町における農業生産は、気象条件を 活かし た水稲と 畜産（ 繁殖）・ 夏秋野菜（ キュウリ、ピーマン、ト マ

ト ）や花卉（ バラ、ト ルコ ギキョ ウ、キク等）等の複合経営を 主体とする農業生産を 展開していますが、輸入

農産物の増加、産地間競争、消費者のニーズの多様化等により、引き続き厳し い経営となっています。

○水田農業については、「 ひと めぼれ」において、全国食味ラン キングで最高賞の「 特A 」を 平成3 0 年ま

で3 年連続で受賞する等、米づく り の産地として知名度も 広がり つつあり ますが、高齢化や担い手不

足が進行しており、中山間地域等の生産性が非効率な条件不利地では、耕作放棄地が増加しています。

○農地は、国土保全、水源涵養※景観形成、生活環境保全等多く の役割（ 多面的機能）を 有しています。

○農道、水路等は、農業生産活動の継続のために、適切な 維持・ 管理等の計画的な 更新が不可欠です

が、人口減少や高齢化による 担い手不足、集落機能の弱体化が進行する 等、施設の維持管理の負担

は増加すること が懸念さ れます。

○集中豪雨によるため池や水路の氾濫は、全国で 発生し ており、また、農業用のため池や水路施設の

経年劣化や老朽化による、堤体の漏水や浸食等が見受けら れること から 、適切な整備を 図る 必要が

あり ます。

○玖珠町の畜産業は、肉用牛の繁殖飼養戸数が減少しているも のの、頭数は現状維持の状態で 推移し

ているほか、肥育牛の頭数は増加しています。一方で、乳用牛の飼養戸数及び頭数はと も に減少して

おり、養豚及び養鶏についても 減少傾向にあり ます。

○畜産農家の高齢化や後継者不足が進行し ており、畜産農家戸数の維持には畜産農家の省力化等の

取組が必要となっています。

施策４ -１ 　 農林業の振興

すいげんかんよう

か　 き

（ 農業）

（ 畜産業）

・ ・ ・ 施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

※水源涵養：

大雨が降った時の急激な増水を 抑え（ 洪水緩和）、 し ばらく 雨が降ら なく ても 流出が途絶えないよう にする（ 水資源貯留）

など、水源山地から 河川に流れ出る水量や時期に関わる機能です。より 広い意味では、水質浄化を含みます。
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にぎわいと 活気を興すし ごと づく り 基本施策４

（ 林業）

（ 鳥獣被害）

○森林は町土の保全、水源の涵養、自然環境の保全、林産物の供給等の多面的機能を 有し ており 、森

林本来の機能を 持続的に発揮していく ために、健全な 森林へと 誘導し 、効率的に整備を 進める 必要

があり ます。し かし ながら 、木材価格の低迷や、採算性の悪化による 森林所有者の経営意欲の低下、

林業従事者の減少、高齢化等によ る 未整備林の増加や荒廃林の増加により 、森林の持つ多面的機

能が阻害さ れているため、適切な森林整備を 行う 必要があり ます。

○有害鳥獣による農作物への被害は、農業従事者の生産意欲の低下や耕作放棄地の増大につながる

深刻な課題となっています。町内においても 依然と し て被害が発生しているこ と から 、被害防止効果

の高い対策を 進める 等、集落全体で取り 組む必要があり ます。

○玖珠家畜市場の継続を 図るため、飼養頭数の増頭や優良な繁殖雌牛の維持が求めら れます。

○肉用牛の産地として、知名度を 向上さ せるため、令和4 年に開催さ れる全国和牛能力共進会に、町内

から 出場を 目指し ます。

かんよう

4 -1 -1： 農地の集積・ 集約化、優良農地の確保

○農地中間管理事業を 担い手への農地の集積・ 集約化と 耕作放棄地の発生防止・ 解消を 進める 事

業と し て位置づけ、農業委員会と 連携を 図り ながら 、農地の適正かつ効率的な 利用確保に取り 組

みます。

○「 玖珠町農業振興地域整備促進協議会」において、計画的な土地利用の推進と 他の用途への転用を

規制すると と も に、ほ場整備など 土地改良事業を 行っ た農地については、農業生産性の高い農地の

有効利用を 行い優良農地の確保に努めます。

○地域の話し 合いに基づく 、人・ 農地プラ ン の作成・ 見直し を 農業委員会と 連携し 、農地集積・ 集約化

を 積極的に進めます。

○担い手が不在している 集落に対しては、集落営農組織が中心となっ た玖珠町地域農業サポート セン

タ ーにより、地域農業の維持と 農地の保全に努めます。

4 -1 -2： 農業後継者及び担い手の育成・ 確保

○農業の魅力を 町内外に発信し 、就農希望者の発掘を 行います。

○新規就農者を 対象にフ ァ ーマーズスク ールを 開催し 、新規就農者の育成を 図り ます。また、関係機

関と 連携し 、新規就農者に必要な 情報を 提供するこ と で、経営基盤の確立がで きる よう サポート

し ます。

○玖珠町で 新規に農業を 開始する 企業に対し て、国・ 県の補助事業の活用や町独自の優遇措置を 図

る など、参入企業の支援を 行います。

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組
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にぎわいと 活気を 興すし ごと づく り基本施策４

4 -1 -3： 農業経営安定化等への取組

○玖珠町の農業施策を 反映する 産地化を 目指す品目の重点的な 支援と 6 次産業化を 推進し な が

ら 、農産物に付加価値を つける 取組を 行います。また、Ｊ Ａ など の関係機関と 連携し 、農産物の生

産拡大と 出荷体制の強化、販路の開拓・ 拡大に取り 組み、農業者の所得の安定と 向上に向けた支

援を 行います。

○農薬や化学肥料の使用を 軽減し た、人や環境にやさ し い農業を 推進し 、安全・ 安心な 農作物の生

産・ 供給への支援を 行います。

○農山村の緑豊かな自然、地域の伝統文化、農業体験など 農山村が持つ地域資源を 生かし た都市と

の交流を 推進する ほか、グリ ーン ツ ーリ ズム※を 中心と し た滞在型・ 宿泊型の観光と 連携し 、交流

人口の増加と 農家や地域全体の活性化に つなげます。

4 -1 -4 ： 農産物の生産向上

○担い手の育成や法人化の推進、農業後継者の育成・ 確保に努めると と も に、収益性の高い農作物

の作付けを 行い、効率的で 安定し た農業の振興、生産向上を 図り ます。

○積極的に市場流通さ せたい作物に的を 絞り 、園芸作物の産地化を 図る ほか、情報通信技術等の活

用を 図り 、新たな 技術による 生産性・ 効率性の向上につな げます。

4 -1 -5： 地産地消の推進

○安全・ 安心な 農産物を 生産し 、地元農産物を 地元直販所に出荷を する よう に促し ます。また、学校

給食に使用するなど、地元消費に取り 組みます。

○町内で 実施する 料理教室等において、地元食材の利用を 推進し ます。また、道の駅や直販に農産物

を 販売する 小規模園芸農家を 支援し ます。

4 -1 -6： 農地・ 生産基盤の整備

○効率的かつ安定的な 農業生産を 行う ため、良好な 営農条件を 備えた生産基盤の整備を 行います。

○中山間地域の農地で は平地部の農地に比べ生産性が下がるた め、農地・ 生活基盤の支援に努め

ます。また、農業生産活動を 継続的に行っていく た めに農地の有する 多面的機能の確保に取り 組

みます。

4 -1 -7： 水路・ 危険ため池の整備

○農業に利用さ れるため池や水路の適正な保全・ 管理を 行い、必要となる 農業用水を 確保し ます。

○た め池のう ち 、災害時において集落や人命、事故に関わる よう な た め池については、随時点検等

を 行い、必要な 処置を 講じ ます。

※グリ ーンツーリ ズム：

農山漁村に滞在し 農漁業体験を 楽し み、地域の人々と の交流を 図る余暇活動のこ と 。
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にぎわいと 活気を興すし ごと づく り 基本施策４

4 -1 -8 ： 鳥獣被害への対応

○集落全体で 鳥獣侵入防止柵等の整備を 行う と と も に猟友会と 連携し ながら 有害鳥獣の適切な 個

体数管理を 行い、農作物被害額の軽減に 努めます。

4 -1 -9： 畜産業の振興

○畜産農家の減少に 対応するため後継者や担い 手の確保が必要で す。Io T（ モノ がインタ ーネッ ト 経

由で 通信するこ と 。）等を 活用し 、畜産農家の省力化を 図り ます。また、肉用牛経営の向上や安定に

つながる 取組を 行います。

○全国和牛能力共進会への出場に 向けて、優良な 繁殖雌牛の保留や導入に 取り 組みます。

○安定し た酪農経営につながる よう 、乳用牛の保留や導入を 推進する 事業や、施設整備事業で 飼養

頭数の増加を 図り ます。

4 -1 -1 0： 林業の振興

○計画的かつ適正な 間伐、造林、下刈等の森林施業を 推進するこ と により 、森林の公益的機能の保

全に努めます。

4 -1 -11： 椎茸の生産量の維持・ 増産

○椎茸を はじ めと し た特用林産物の生産量の維持増産を 図るため国や県の事業を 活用し ながら 生

産施設の導入支援を 行います。

○新たな 担い手への支援と し て、玖珠町し いたけ版フ ァ ーマーズスク ールを 通し て生産技術の取得

を 支援し ます。また、関係機関と 協力し て椎茸栽培の担い手増加に取り 組みます。

4 -1 -1 2： 内水面漁業の推進

○玖珠川水系の清澄な 水を 利用し 、渓流魚の養殖等を 実施し 、玖珠川の生態系の維持、水産資源の

増殖を 図り ます。

○玖珠郡漁業協同組合への支援を 通じ て、稚魚の河川放流により 、内水面漁業の振興を 図り ます。
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にぎわいと 活気を 興すし ごと づく り基本施策４

・ 所得向上にむけて、安全で高品質な農畜産品の生産に努める。

・ 地域の産業である 農林業に関心を 持ち 、地産地消を 心がける。

また、就農を 希望する場合やＵ タ ーン の際には、玖珠町で働く こと についても 考える。

・ 森林の有する治山機能、自然景観の大切さ を 理解し 、保全に努める。

○玖珠町農業振興地域整備計画　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　【 農林課　 農政班】

○玖珠町酪農・ 肉用牛生産近代化計画　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 　【 農林課　 畜産班】

○鳥獣被害防止計画　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　【 農林課　 農林土木班】

 

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

（ 担当課は令和3 年4 月1 日現在）関連する 個別計画

認定農業者、新規就農者、集落支援組織の
経営面積
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にぎわいと 活気を興すし ごと づく り 基本施策４

［  施策目標 ］

■町内の産業の半数以上を 占める 経営基盤の商業・ サービス業の安定、強化を 図り 、地域経

済の循環、町の活気を 支えます。

■労働力の確保、経営基盤の安定、強化を 図り、町内企業の成長・ 発展を 目指し ます。

■玖珠工業団地への企業誘致を 行い、住民に多く の職業選択を 行える施策形成を 目指し ます。

■職種を 問わず、労働機運の醸成を 図り ます。

■労働局（ ハローワーク ）との連携により、求人企業の情報提供をより ダイレクト に発信し ます。

○商業・ サービス業は、町内の産業の半数以上を 占めている 業種であり 、域内経済の循環※を 促し 、

町内の賑わいや活気を 興す産業と し て位置づけら れます。

○多く は個人事業者であり 、新規創業者の大半は飲食等のサービス業と なっています。一方、事業者

の高齢化に伴う 廃業や、それに伴う 、空き 店舗の老朽化の対応と と も に、創業や事業承継に対する

支援を 継続し て行う 必要があり ます。

○全国的にキャ ッ シュ レ ス化が進んでおり 、IT への対応等、各事業者の経営基盤の安定によ る 持続

的な発展が求めら れます。

※域内経済の循環：

地域が地域の特徴や遊休資源を 有効に活用し 、地域間の交易を 活発化さ せるこ と で 新たな 需要（ 付加価値） を 創出し 、

すべての地域において経済循環の流れを 太く するも の。

○玖珠町の工業は、プ ラスチッ ク 製品製造、金属製品製造業の従業者が多く 、一方で、人件費の高騰、

慢性的な労働力不足等により、地域経済と 雇用を 支える 町内の事業所数は減少傾向にあり ます。

○各事業所の経営基盤の安定によ る 持続的な 発展にあたっては、労働力の確保を 図ると と も に、経

営基盤の安定化や強化を 図り、工業の振興を 図る 必要があり ます。

○地元企業への就職につな げるために、町内に立地する 企業間の連携を 促進する 等、産業振興に引

き 続き 取り 組む必要があり ます。

○玖珠工業団地においては、残工区（ 東側）の誘致を 進めています。

○一方で 工業団地以外の工場用地が不足し ており 、中小の工場用地を 希望する 事業者のニーズに対

応するこ と が求めら れています。

○町内の空き 校舎については、旧森中学校校舎を 活用し た IT 人材の育成施設の開設が進む等、新

たな 活力が地域に定着し つつあり ます。

施策４ -２ 　 商工業の振興

（ 商業・ サービス 業の振興）

（ 工業の振興）

（ 企業誘致）

・ ・ ・ 施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）
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にぎわいと 活気を 興すし ごと づく り基本施策４

（ 雇用）

○町を 取り 巻く 雇用状態については、働き 手の高齢化や、慢性的な 労働力不足が発生し ています。

○求人企業と 求職者が希望する 職種の不一致や希望する 職種の不足等により 、雇用のミ スマッ チが

生じ てます。

○町内企業の事業活動が、町内外の若者を はじ め、U IJ タ ーン ※につながる 取組を 行います。企業の

魅力、技術等を 積極的に情報発信する 必要があり ます。

4 -2 -1： 経営基盤の安定強化、新分野への進出促進、創業の促進

○まち の賑わいの創出に重要な役割を 担っている 商店街の維持・ 活性化に向けて、空き 店舗の活用を

支援する 等、魅力ある商業の形成に努めます。

○農商工連携の促進を 図り、住民の日常生活に密着し た商品・ サービスの開発、提供等の促進を 図り ます。

○商工関係団体や金融機関等と 連携し 、資金繰り 対策や人材育成への補助を 行う と と も に、事業者へ

の経営指導の強化を 図り ます。

4 -2 -2： 地域内の経済循環の創出

○商業・ サービス業が、域内での経済の好循環を 促す産業構造となるよう 、町内での消費拡大、消費意

欲の喚起を 目的と する事業の推進に、農林畜産業や観光業等、他産業分野と 連携して取り 組みます。

○玖珠町内の企業間の連携により、工業における 付加価値を 高め、町内外と の取引を 通じ て経済の好

循環を 促す産業構造となるよう 取り 組みます。

○U IJ タ ーン 就職の促進に向けて、企業紹介事業を 積極的に推進し ます。

※U IJ タ ーン：

U タ ーン、Iタ ーン、J タ ーンの総称、U タ ーンは地方から 都市に移住し た人が、再び故郷に戻るこ と 、Iタ ーンは都市部から

出身地と は違う 地方に移住し て働く こ と 、J タ ーンは生ま れ育っ た故郷から 進学や就職で 都会に移住し た後、故郷に近い

地方都市に移住する人口還流現象のこ と 。

※新規学卒者：

学校教育法に基づく 高校、高専・ 短大、大学を 卒業し た 者又は大学院修士課程を 修了し 修士号を 取得し た 者若し く は

取得見込みの者。

4 -2 -3： 人材の確保・ 育成、事業承継への支援

○地元企業への就職者増加につな げるた め、地元高校生等を 対象に求人情報の提供を 行う ほか、

新規学卒者※やU Iタ ーン 者の町内就職に対する 支援を 通じ て、就業支援を 推進し ます。

○創業や事業承継に対する 支援を 行い、地域産業への新たな活力や魅力ある 産業が育つ環境を 生み

出し ます。

○人材育成に向けた支援を 行い、U IJ タ ーン による 地元就職を 推進し ます。

○ハロ ーワークと 連携して町内の求人企業の情報提供を 行います。

○U IJ タ ーン 就職に向けた求職者に向けて、より ダイレクト な情報発信に努めます。

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組
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にぎわいと 活気を興すし ごと づく り 基本施策４

4 -2 -4 ： 企業誘致の推進

○町内の業種に関連する 企業を はじ め、多様な職種に対する 誘致に向けて、産業用地の紹介や、産業

用地確保のための関係計画の調整を 行い、立地環境を 整備し ます。

　 特にＩ Ｔ 関連企業の事業所やサテライト オフィ ス等の誘致を 推進し 、新たな雇用の創出を 図り ます。

○雇用人材の確保・ 育成に向けてU IJ タ ーン 就職の促進を 移住・ 定住の取組と 合わせて行います。

○玖珠工業団地の残区については県と 協力して、玖珠町の産業にあっ た企業の誘致に取り 組みます。

・ 町内で買い物を する 等、地元での消費を 心がける。

・ 地元企業の活動に関心を 持ち 、就職やU タ ーン の際には、地元で働く こと についても 考える。

・ 事業者は自ら の活動に期待さ れる 社会的意義・ 役割を 意識し 、関係機関や産業間の連携を 図る

等、事業の発展に努める。

・ 事業者は、多様な就労機会とと も に、安心して働ける 労働環境整備に努める。

・ 事業者は、自ら の技術力、創意工夫により、事業の発展に努める。

○中小企業・ 小規模事業者振興計画　 　 　 　 　 　 　 　    【 企画商工観光課   商工労政・ 企業誘致班】

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

（ 担当課は令和3 年4 月1 日現在）関連する 個別計画

※表 中の（ －）は、該 当 指 標 の 現 況 値 が 不 明、ま た は 把 握 で き て い な い 項目
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にぎわいと 活気を 興すし ごと づく り基本施策４

［  施策目標 ］

■自然や文化等、郷土の財産を 住民が愛し 、その魅力を 町内外に発信し ます。

■来町者の消費促進によって町内経済を 活性化し 、住民・ 観光客が幸せを 感じ るこ と ができ

るまちを 目指し ます。

○玖珠町には「 伐株山」「 万年山」「 大岩扇」等珍し い形を し たメ サと 呼ばれる 山々と そこ から 流れ出

る「 清水瀑園」や「 三日月の滝」「 慈恩の滝」等の名瀑が数多く あり 、恵ま れた 自然環境を 有し てい

ます。また、国指定登録有形文化財・ 近代化産業遺産に 認定さ れた「 旧豊後森機関庫」「 旧豊後森機

関庫転車台」のほか、穴太積みの石垣から な る 国指定史跡「 角牟礼城跡」等、童話の里の歴史・ 文

化等、有効な 観光・ 交流資源がある も のの、観光資源と し て他市町村と の差別化や独自性が十分

に確立さ れていな い状況にあり ます。

○玖珠町で は、「 森のまち な み保全事業」「 豊後森機関庫公園周辺整備事業」「 玖珠町グラ ンド デザイ

ン 事業」等さ まざまな 観光資源の充実を 図るた め施設や周辺の整備を 行ってき まし た。こ れから

は、こ れら の施設を 活用し た 観光関連事業者の自主的・ 主体的な 取組を 促進し ながら 、観光メ ニ

ュー（ コ ン テン ツ ）の充実を 支援し 、町のコ ーディ ネート を 進めるこ と によって、経済の好循環を 生

む産業構造にし ていく こ と が求めら れます。

○観光客が周遊し やすいよう 、観光地を 結ぶ周遊ルート の整備と 周遊手段を 確保するための交通対

策が必要となり ます。

施策４ -３ 　 観光の振興

4 -3 -1： 観光資源の魅力向上のための環境整備

○観光資源の魅力向上のため、対象を 絞り 込み集中的かつ効果的な環境整備を 行います。

○玖珠町の観光資源のすばら し さ を 住民自身が再認識するこ と で、新たな 活用方法を 見い出す取組

を 行います。

4 -3 -2： 観光情報の発信

○S N S（ ソ ーシャ ルネッ ト ワーキングサービス）等を 活用し「 いってみたい、いってよかっ た、またいき

たい」と 思わせるための効果的な情報発信を 行います。

めいばく

あ の う づ み

（ 観光）

・ ・ ・ 施策を 取り 巻く 環境（ 現況と 課題）

町の取組（ 重点施策）

施策で の取組
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4 -3 -3： 周遊ルート の整備及び2 次交通対策

○玖珠町を 訪れた観光客が町内で少しでも 長く 滞在し 、町内での消費拡大に資するために、町内の観

光地を 巡る 周遊ルート を 整備すると と も に、循環バス、ガイド タク シー等、町内で の移動手段の確保

に努めます。

○近隣の市町村と 連携し 、広域型の観光周遊ルート の確立も 検討し ます。

・ 玖珠町の自然環境や歴史、文化を 再認識し 、住民一人ひとり が魅力を 発信する セールスマン にな

り、玖珠町に「 また来たい」と いう 観光客が増えるよう 心がける。

・ 観光関連事業者等は、町内産品の開発、消費に努め、地域経済の発展に主体的に取り 組む。

協働によ る 取組（ わたし たち がで きる こ と ）

数値目標

にぎわいと 活気を興すし ごと づく り 基本施策４
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